
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 茨城県 】 

学校名【  茨城県水戸聾学校  】 

１ 実践テーマ Ⅲ ･ Ⅴ  

２ 実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
小学部５年生・１名  小学部６年生・７名  

中学部生・16名  高等部生・20名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間、保健体育） 

② 行事名（        ） 

③ その他（        ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

・デフリンピック、パラリンピックで活躍する陸上競技選手と交流すること 

で、デフリンピックやパラリンピック、陸上競技に対する関心を高める。 

・聴覚障害者と視覚障害者のご夫婦の話を聞くことにより、障害に対する 

理解を深める機会とする。 

５ 取組内容 １ 事前学習 

 〇講師紹介 

  髙田 裕士氏 髙田 千明氏 について 

〇体験学習 

 ・スタートランプの体験  

 ・視覚障害体験 （見えない状態で歩行、伴走ロープ「きずな」を使用して走る） 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

２ 講演会～デフリンピック・パラリンピックで活躍するご夫婦～ 

 ・デフリンピック、パラリンピック日本代表に選ばれるまで 

 ・視覚障害者の走幅跳において、試合の方法や練習方法について 

 ・二人の家庭、生活について 

 ・障害に対する考え方について 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

６ 主な成果 

 

・デフリンピック、パラリンピックについて知り、興味・関心が高まった。 

・２人の経験談から、挑戦する大切さを感じることができた。 

・視覚障害のある人が、どのように競技に取り組んでいるか、またどのよう

に生活しているか知ることで、視覚障害について知ることができた。 

・違う障害がある夫婦だが、普段から互いに補い合って生活していることを

知ることができた。 

・事後アンケートでは、児童生徒から下記の内容が挙げられた。 

 「陸上競技の技術を身に付けるために、色々なことに挑戦し、自分に合っ

たやり方を探す。その努力が素晴らしいと思った。」 

 「視覚障害の陸上競技において、パートナーとの信頼は大切だと思った。」 

 「聴覚と視覚、互いに支え合うことで２人が一緒に生活できるという話し

が印象的だった。」 

 「障害があっても家事や育児をこなし、夢をもって叶えることができると

学んだ。」 

 「デフリンピック、パラリンピックで活躍し、金メダルを取って欲しいと

いう気持ちをもった。」 

７ 実践において

工夫した点 

 （事業の特色） 

・講演会を実施する前に、体験学習を取り入れることで、デフリンピック

やパラリンピック、視覚障害に対する関心を高められるようにした。 

・聴覚障害がある裕士氏と視覚障害のある千明氏に講演を依頼することで、

聴覚障害だけではなく、他の障害について身近に感じられるようにした。 

８ 主な課題等 ・オンラインによる実施だったため、より多くの生徒と講師が交流できる

工夫ができると良かった。 

・今後も、様々なスポーツ（障害者スポーツを含む）の体験や当事者と交

流できる機会を継続的に設けること。 

９ 来年度以降の

実施予定 

・特になし 

 


